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PRISM 審査会における各対象施策の評価結果について 

 

                            令和３年２月１日 

                            PRISM 審査会決定 

 

 

 PRISM 審査会において、AI 技術領域、建設・インフラ/防災・減災領域及びバイオ

技術領域の継続１９施策について、１月１３日から１５日及び２月１日に、研究開発

の内容、研究成果等を各省 PD より説明を聴取し、審査を行った。なお、６段階（Ａ
＋、Ａ、Ａ－、Ｂ＋、Ｂ、Ｃ）での総合評価を行う。 

 PRISM は、民間研究開発投資誘発効果の高い領域又は財政支出の効率化に資する領

域への各府省庁施策への誘導を目指すものであり、各評価項目について以下の視点で

審査を行った。 

 

１．継続事業について 

 ①PRISM 施策の成果については、今年度の設定目標に対する達成度を表すもので

あり、国費投入に対する費用対効果の観点からも最重視した。②PRISM 制度目的と

の整合性については、民間研究開発投資誘発効果又は財政支出の効率化が期待でき

るかどうかという視点、③研究開発の拡大・加速については、アドオン予算により、

実施件数、対象範囲の拡大や加速、計画の前倒し等がなされているかという視点で

あり、PRISM 施策を実施する上で基本的な視点である。④民間からの貢献（マッチ

ングファンド）については、今後、民間研究開発投資誘発効果の呼び水として、事

業の進展に伴い、さらに民間投資を引き出すことが必要であり、マッチングファン

ドの獲得状況を評価するため、①に次いで重視する視点である。継続施策について

は令和２年度の実績をベースに、令和３年度の予定を加味している。⑤政策転換につい

ては、PRISM によりイノベーション転換をはじめ基準策定・制度変更など各府省庁

の政策を大きく変換させることができるという視点で評価を行った。 

 また、この評価基準のほか、国研・大学における寄与度、成果見込み、元施策の

予算の状況、執行状況なども聴取を行ったところ。 

 これら５つの個別評価項目の評価を勘案し、別添のように、各施策を６段階の総合

評価とし決定している。 

 

以上 

  

参考資料１ 
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PRISM 審査会における各対象施策の評価結果 

 

≪ＡＩ技術領域≫ 

対象施策名 評価結果（総合評価） 

交通信号機を活用した５G

ネットワークの整備に向

けた調査検討／５Ｇネッ

トワークの構築に交通信

号機を活用するための調

査検討 

Ａ 

・ 全国 20 万台の交通信号インフラの用途拡大という点で政策

的に画期的であり、5G の活用という点での民間研究開発投資

誘発効果が期待できる。 

・ 総務省と警察庁とが連携し、全国 4 か所で交通信号機に 5G

アンテナを設置し、通信評価試験等の実証を実施した。 

・ 警察庁も交通信号機に関する制度見直しに加え、通信キャリ

アが交通信号機に 5G アンテナを設置するための枠組み作りな

どを進めており想定以上の成果を上げている。 

農業データアグリゲーシ

ョンスキームの構築及び

それを活用した病害虫診

断 AI 技術開発の加速化 

Ｂ＋ 

・ 地球温暖化等の影響で病害虫の発生量が増加しており、病害

虫種や発生量を早期に診断する手法の開発は政策的にも重要

である。 

・ 病害虫識別機能を用いたプロトタイプアプリの開発を完了

しており、概ね当初の予定通りの成果を上げている。 

・ 来年度以降、プロトタイプアプリを活用した民間事業者によ

る取組を進めるための方策の検討が不十分である。 

・ マッチングファンドを活用し、事業実施の効率性を高める必

要がある。 

次世代栽培システムを用

いたスマート育種技術開

発の加速 

Ｂ 

・ 品種開発において交配履歴等のデータをデジタル化し、それ

らをゲノム情報や栽培環境データと結び付け開発の効率化や

高度化を進めることは重要である。 

・ 栽培環境シミュレータやデジタル選抜技術の開発で一定の

成果が得られているが、農研機構以外の機関が持つ栽培環境シ

ミュレータとの連携が不十分である。 

・ 来年度も十分な成果は期待できるものの、他機関で取得した

データの活用等による研究計画の見直しが必要である。 

農畜産向けにおいセンサ

の開発 
Ａ－ 

・ 農産物センサの開発に新規性があり、複数業種の多くの民間

企業の参入が見込まれ、民間研究開発投資誘発効果が期待でき

る。 

・ モイスチャーセンサに関しては実用化に向けた実証を行い、

においセンサについては試作を進めており、着実に成果を得て

いる。 

新薬創出を加速する症例

データベースの構築・拡充

／創薬ターゲット推定ア

ルゴリズムの開発 

Ｂ＋ 

・ 本事業で実施している創薬ターゲット探索に焦点をあてた

AI 開発は世界に先駆けた取組である。 

・ 肺がんについては既に一定程度データが集まっており、複数

個の創薬ターゲット候補を補足するなど、概ね当初の予定通り

の成果を上げている。 

・ オープンプラットフォームの制度化等データベースの維持

に向けた取組が不十分である。 

・ マッチングファンドを活用し、事業実施の効率性を高める必

要がある。 

ICT等活用による介護予防

AI の開発とその効果検証

及びデータ連携基盤の拡

充 

Ａ－ 

・ 介護への IT、AI のシステム化は必要であり、ヘルスケア関

連の民間研究開発投資誘発効果が大いに期待できる。 

・ 新型コロナウイルス感染症の中、高齢者が保持するスマート

フォンから収集したデータに基づき要介護状態リスク予測 AI

等の試行版の開発を進めるなど着実に成果を得ている。 

・ 本事業の成果を活用し、通いの場の ICT 化によるイノベーシ

ョン転換が進んでいる。 

（別添） 
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≪革新的建設・インフラ維持管理技術/革新的防災・減災技術領域≫ 

対象施策名 評価結果（総合評価） 

i-Construction の推進 Ａ 

・ 本施策は公共工事の ICT 化を進め、国土交通省が実施する直

轄事業のイノベーション転換を図るために極めて重要な施策

である。 

・ インフラ・データプラットフォームでは国交省のデータにと

どまらず、自治体や企業のデータを組み込むなど、想定以上の

成果を上げている。 

・ 新技術導入に向けた取組についても直轄事業費による施行

につながる成果が数多く上がっており、想定以上の成果を上げ

ている。 

【維持管理】インフラデー

タのＡＩ解析による要補

修箇所の早期検知・原因分

析・補修に係る研究開発  

Ｂ＋ 

・ 港湾分野のイノベーション転換を目指し、港湾関係情報の一

元管理と点検診断の効率化などを目指すものであり、政策的意

義は高い。 

・ 簡易な耐震補強の概略施工法を確立しており、概ね当初の予

定通りの成果を上げている。 

・ マッチングファンドなどを活用し、事業実施の効率性を高め

ること。 

Ｌアラートを活用した自

治体・ライフライン情報の

連携 

Ａ－ 

・ 地方自治体や民間ライフライン事業者による情報発信やデ

ータベース化された情報を用いた各種サービス開始に向けた

技術開発の加速が期待できる。 

・ L アラートにおいて地図付き生活支援情報等の受発信に関す

る実証を行い、標準入力仕様案としてとりまとめるなど着実に

成果を上げている。 

長周期地震動・詳細震度分

布等解析及び同解析結果

に基づく応急対応促進 

Ｂ＋ 

・ 本施策では民間企業が大規模災害時に対応方針を決定する

うえで必要となる情報提供を主眼に進めており重要な取組で

ある。 

・ 大規模震災時の民間企業での対応を進める基盤となる防災

情報サービスプラットフォームの構築及び活用を進めており、

概ね当初の予定通りの成果を上げている。 

・ マッチングファンドを活用し事業実施の効率性を高めるこ

と。 

気象・河川水位情報等の提

供による応急対応促進 
Ａ 

・ 昨今、大規模な水害が相次ぐ中、水位予測を通じて、災害の

発生を未然に防ぐことが期待できる取組であり、財政支出の効

率化が期待できる。 

・ 約１００河川の氾濫解析モデルを構築し、年度内に精度検証

を実施する予定であり、当初の想定以上の成果が得られてい

る。 

竜巻等の自動検知・進路予

測システム開発 
Ａ 

・ 竜巻の自動検知・進路予測については鉄道事業者の関心が高

く、民間研究投資誘発効果が大きく本事業は重要である。 

・ 我が国だけでなく竜巻が多発する米国のデータをもとに、米

国でも竜巻の予測が可能となる AI を開発するなど想定以上の

成果を上げている。 

デジタルデータを活用し

た建築物の被災判定によ

る迅速な復旧促進 

Ｂ 

・ 速やかな災害復旧を図る観点から災害時に被災した建築物

の被災判定や改修方法に関する研究は重要である。 

・ 様々な手法が開発されているが、実際の災害時に誰がどのよ

うに適用するかについての検討が不十分である。 

・ 研究計画の見直しが必要である。 
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≪バイオ技術領域≫ 

対象施策名 評価結果（総合評価） 

糖尿病個別化予防を加速

するマイクロバイオーム

解析 AI の開発 

Ａ 

・ 糖尿病をターゲットとした世界最大規模のマイクロバイオ

ームデータベースを構築することにより、民間研究開発投資の

拡大が期待できるとともに、医療費の削減による財政支出の効

率化も期待できる。 

・ 糖尿病改善に役立つ有用な微生物由来代謝物の発見など、当

初の予定以上の成果が得られている。 

次世代バイオデータ基盤

の構築に向けたデータ連

携の概念実証 

Ｂ 

・ ヘルスケア分野の我が国の成長の土台となるデータ基盤の

構築に向けて国内のコホート連携などを推進する本施策は重

要である。 

・ 横断検索システムを開発するなど一定の成果を得ているが、

産業界のニーズ把握や PRISM 終了後に持続的に取り組むため

の方策の検討などが不十分であり、研究計画の見直しが必要で

ある。 

認知症に関与するマイク

ロバイオーム・バイオマー

カー解析 

Ａ－ 

・ 認知症に関するマイクロバイオームデータの蓄積・解析をす

すめることにより民間研究開発投資の拡大が期待できるとと

もに、医療費の削減による財政支出の効率化も期待できる。 

・ 認知症に関する唾液を活用した解析方法の開発など着実に

成果を得ている。 

ゲノム編集酵素の機能モ

ジュールデータ基盤構築 
Ａ 

・ ゲノム編集技術利用において大きな障壁となっている海外

特許の回避に資する重要な研究開発である。 

・ 既存の Cas9 とは異なる新しいゲノム編集酵素の開発に利用

できる有用知見を得るなど、当初の想定以上の成果が得られて

いる。 

遺伝資源ゲノムデータ基

盤の構築による民間育種

の加速化 

Ａ－ 

・ 食料の安定確保には農作物新品種の一層の開発加速が重要

であり、海外から得た新規な遺伝資源のゲノムデータ基盤を構

築することは重要である。 

・ 様々な工夫をすることにより、新品種候補開発に必要となる

ゲノム配列の解読を効率的に進めており、着実に成果を得てい

る。 

木材需要拡大に資する大

型建築物普及のための技

術開発 

Ａ－ 

・ 木材需要拡大の一環である高層木造建築物の増加を進める

ために必要な基準整備を進める観点から本研究開発への期待

は高い。 

・ 高層木造建築物の実施設計例及びガイドラインの作成に向

け終局挙動評価方法の検証等を着実に進めている。 
 


